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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.１章

2.1　鳥類

⑴　具体的な行動計画・事業実施方針の設定（レベル２）

1） 鳥類の生態
表2.1.1

2 順応的管理の実際
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表 2.1.1　河口、海浜、干潟等に出現する主な鳥類

2） インパクト・レスポンスフロー

表 2.1.2　事例とする種の生態
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.１章写真 2.1.1　事例とした鳥類のインパクト・レスポンスフロー
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図 2.1.1　コアジサシの生息に負の影響を及ぼすインパクト・レスポンスフロー

図 2.1.2　ヒドリガモの生息に負の影響を及ぼすインパクト・レスポンスフロー

図 2.1.3　スズガモの生息に負の影響を及ぼすインパクト・レスポンスフロー

3） 保全・再生手法
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.１章

⑵　目標達成基準による管理（レベル３）

1） 目標達成基準の設定

①　指標項目

②　目標レベル

図2.1.4

図 2.1.4　目標達成の目標レベル

③　目標達成年次
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2） モニタリングの実施

①　モニタリング計画策定の考え方

②　モニタリングの実施方法

表2.1.3

表 2.1.3　調査方法

写真 2.1.2　鳥類の定点観察調査例
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.１章

3） 管理手法のレビューと改善

①　目標達成基準の評価方法

②　管理手法のレビューと改善の必要性と判断

③　管理手法改善のための対応策
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引　用　文　献
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.２章

2.2　魚類

⑴　具体的行動計画・事業実施方針の設定（レベル２）

1） 魚類の生態・生活史

①　一生のほとんどを干潟等の浅海域で過すタイプ

図2.2.1

表2.2.1

②　生活史の一時期（産卵期、幼稚魚期）を干潟、藻場等の浅海域で過すタイプ

表2.2.2
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図 2.2.1　トカゲハゼの生活史1）

表 2.2.1　トカゲハゼの生息環境条件2）
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.２章

表 2.2.2　イシガレイの生活史3）4）

2）インパクト・レスポンスフローの作成と対策の整理

図 2.2.2（1）トカゲハゼのインパクト・レスポンスフロー（例）
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図 2.2.2（2）イシガレイのインパクト・レスポンスフロー（例）

3） 保全・再生手法

①　生息場所の保全

②　生息場所の造成等（人工干潟、藻場造成等）

例）トカゲハゼの生息地の試験造成の例
図2.2.3
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.２章

図 2.2.3　中城湾港新港地区における試験造成地の位置及び造成地の概要6）
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⑵　目標達成基準による管理（レベル３）

1） 目標達成基準の設定

①　指標項目

②　目標レベル
ａ．生息状況について

（図
2.2.4）

図 2.2.4　目標レベルの設定
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.２章

ｂ．生息環境について

③　目標達成年次

2） モニタリングの実施

①　モニタリング計画策定の考え方

②　モニタリングの実施方法
ａ．モニタリング手法
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　　　　　　　　例）トカゲハゼ生息地のモニタリング項目

ｂ．モニタリング実施体制
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.２章

例）一般的な魚類調査方法：

投網

まるちネット

サーフネット

刺網
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3） 管理手法のレビューと改善

①　目標達成基準の評価方法

②　管理手法のレビューと改善の必要性の判断

③　管理手法改善のための対応策
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.２章

例）トカゲハゼ試験造成地の改良

図2.2.3

図2.2.5

　閉鎖型の半円形の形状（造成地Ａ、造成地Ｂ）

　経過が良好であった胃袋型の形状（造成地Ｃ、造成地Ｄ） 

図 2.2.5　トカゲハゼ造成地の改良
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参　考　文　献
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.３章

2.3　カニ類

⑴　具体的な行動計画・事業実施方針の設定（レベル２）

1） 生態

①　分類および分布

写真2.3.1

表2.3.1

表 2.3.1　主な沿岸のカニ類1）より作成
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写真 2.3.1　干潟の各種のカニ類
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.３章

②　生態と分布場所
図2.3.1

図 2.3.1　地形によるカニの分布状況2）

図2.3.1

図 2.3.2 地盤高によるカニ類の水平分布3） 図 2.3.3　底質・地盤高によるカニの棲み分け2）

図 2.3.4　地形によるカニの分布状況4）
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図2.3.2～図2.3.4

ａ．河口域～河川下流

ｂ．背後地との関係が重要

ｃ．砂浜・干潟が必要（生息場として、砂浜・干潟を利用している）
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.３章

③　生活史

図2.3.5

図2.3.6

図 2.3.5　ノコギリガザミの生活史5）

図 2.3.6　コメツキガニのゾエア分布6）
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④　餌料

2） インパクト・レスポンスフローの作成と対策の整理

図 2.3.7　カニ類のインパクト・レスポンスフローの一例
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.３章

3） 保全・再生手法

①　検討チームを構成する

②　情報の公開と論議

③　実行（試行錯誤）

写真2.3.2
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写真 2.3.2　国道58号線大宜味村喜如嘉「カニさんトンネル」

⑵　目標達成基準による管理（レベル３）

1） 目標達成基準の設定

①　指標項目
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.３章

②　目標レベル
図2.3.8

ａ．生息状況

図 2.3.8　カニ類保全の段階的目標レベル

ｂ．分布量
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ｃ．繁殖の確認

③　目標達成年次

表2.3.2

事前調査 第一回修正 第二回修正 第二回修正後
1996/6/30 1997/7/6 2003/6/29 2003/9/27

アシハラガニ 4 25 75 85
ヒメアシハラガニ
クロベンケイガニ 91 170 2 10
カクベンケイガニ
ウモレベンケイガニ 4 41 4 5
ヤマトオサガニ 1 12 8
チゴガニ 8 3 30 10
ケフサイソガニ

合計 108 273 148 136

図 2.3.9　石積み修正によるカニ生息拡大の試み8）

表 2.3.2　東京港野鳥公園のカニ類の加入状況7）より作成
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.３章

図2.3.9

表2.3.2

2） モニタリングの実施

①　モニタリング計画策定の考え方

②　モニタリングの実施手法
ａ．モニタリング手法

写真2.3.3
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1ｍ×1ｍコドラート（ロープによる）

写真 2.3.3　カニ観察会におけるコドラート調査状況（東京港グリーンボランティア）

ア） 物理的項目
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.３章

イ） 底質

図2.3.10

図 2.3.10　細粒分および潮位基準面からの高さとスナガニ類の分布6）

図2.3.11

図 2.3.11　山中式土壌高度計による地盤の堅さとカニの分布8）
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ウ） 生物調査

図 
2.3.12

エ） 調査時期、頻度、期間の設定



‒ 169 ‒

2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.３章

図 2.3.12　カニ類分布定性調査の一例9）

ｂ．モニタリング実施体制

３） 管理手法のレビューと改善

①　管理手法のレビューと改善の必要性
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②　目標達成基準の評価方法

③　管理手法改善のための対応策
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.３章

参　考　文　献
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2.4　貝類

⑴　具体的行動計画・事業実施方針の設定（レベル２）

1） 貝類の生態・生活史

①　分類
図

2.4.1

図 2.4.1　貝類の生息環境及び食性等による分類1）一部改編

②　生活史の概要

図2.4.2
（表2.4.1、表

2.4.2）
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.４章

図 2.4.2　浅海域の貝類の代表的な生活史

表 2.4.1　アサリの生態的特性2）

表 2.4.2　アサリの生息条件2）3）4）
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2） インパクト・レスポンスフローの作成と対策の整理

図 2.4.3（1）　砂質・砂泥質域に着底する種のインパクト・レスポンスフロー（アサリ等）

図 2.4.3（2）　岩礁域に着底する種のインパクト・レスポンスフロー（アワビ類等）
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.４章

3） 保全・再生手法

①　生息場所の保全

②　生息場所の造成等（人工干潟造成、生物の生息に配慮した構造物の設置等）

⑵　目標達成基準による管理（レベル３）

1）目標達成基準の設定

①　指標項目
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表 2.4.3（1）　指標項目の設定例（砂質・砂泥質域に生息する貝類を保全する場合）

表 2.4.3（2）指標項目の設定例（岩礁性の貝類を保全する場合）

②　目標レベル
ａ．生息状況について
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.４章

図 2.4.4　目標レベルの設定（砂質・砂泥質域に生息するタイプ）

ｂ．生息環境について

③　目標達成年次
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図2.4.5

図 2.4.5　養浜後のアサリの個体数変動（横浜市金沢区海の公園）3）

2） モニタリングの実施

①　モニタリング計画策定の考え方

②　モニタリングの実施方法
ａ．モニタリング手法
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.４章

表 2.4.4（1）　モニタリング項目例（アサリ）

表 2.4.4（2）　モニタリング項目例（アワビ類）

ｂ．モニタリング実施体制

3）　管理手法のレビューと改善

①　目標達成基準の評価方法

②　管理手法のレビューと改善の必要性の判断
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③　管理手法改善のための対応策

参　考　文　献
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.５章

2.5　ウミガメ類

⑴　具体的な行動計画・事業実施方針の設定（レベル２）

1） ウミガメ類の生態

①　分類

表2.5.1
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表 2.5.1　　日本近海に来るウミガメ1）2）より作成
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.５章

②　分布

図 2.5.1　我が国で産卵する３種類のウミガメの産卵域2）

③　生活史

図2.5.2



‒ 184 ‒

図 2.5.2　　日本で産卵するアカウミガメの生活史3）より作成

④　産卵行動

表2.5.2

⑤　子ガメのふ化と降海
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.５章

表 2.5.2　アカウミガメの産卵行動2）,5）等より作成

ボディーピット：  雌が産卵巣を掘る前に、前脚を使って作る比較的広く浅いくぼみ。雌はその中に定位し、
産卵する。
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2） インパクト・レスポンスフローの作成と対策の整理

図 2.5.3　ウミガメに関するインパクト・レスポンスフローの一例

3） 保全・再生方法

①　ゾーニング

②　海浜形状等
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
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③　利用

⑵　目標達成基準による管理（レベル３）

1） 目標達成基準の設定

①　指標項目

②　目標レベル

図2.5.4

図 2.5.4　目標レベルの設定
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③　目標達成年次

2） モニタリングの実施

①　モニタリング計画策定の考え方

②　モニタリングの実施方法
ａ．モニタリング手法

図2.5.5 表2.5.3

1

2 ,
3

図 2.5.5　調査手順フロー
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.５章

表 2.5.3　主な調査項目と調査方法

上陸帰海

産卵箇所

上陸帰海

産卵箇所

写真 2.5.1　アカウミガメ上陸・産卵状況調査の状況
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ｂ．モニタリング実施体制

3） 管理手法のレビューと改善

①　目標達成基準の評価方法

②　管理手法のレビューと改善の必要性の判断

③　管理手法改善のための対応策
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.５章

参　考　文　献
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2.6　サンゴ類

⑴　具体的な行動計画・事業実施方針の設定（レベル２）

1） サンゴ類の生態

①　分類
表2.6.1

表 2.6.1　刺胞動物門の分類1）
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.6章

表2.6.2

表 2.6.2　サンゴの造礁性1）

表2.6.3
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図2.6.1

表 2.6.3　造礁サンゴの生活形、群体形1）
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.6章

被覆状 塊状 葉状

樹枝状 準塊状（太枝状） 散房花状
（コリンボース型 ）

テーブル状 柱状

図 2.6.1　群体サンゴの群体形1）
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②　生活史
ａ．生活史

( )

図 2.6.2　サンゴの生活史1）
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
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ｂ．有性生殖と生殖時期

ｃ．浮遊幼生の分散と幼サンゴの着生

ｄ．有性生殖以外の群体数または個体数の増加
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2） インパクト・レスポンスフローの作成と対策の整理

図 2.6.3　サンゴに関するインパクト・レスポンスフローの一例
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
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3） 保全・再生手法
表2.6.4
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表 2.6.4　サンゴ礁海域における自然再生技術1）
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
２.6章

⑵　目標達成基準による管理（レベル３）

1） 目標達成基準の設定

①　指標項目

図2.6.4

②　目標レベル

図2.6.5

図 2.6.5　目標レベルの設定

③　目標達成年次
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調査年度（設置後経過年数）

調査年度（設置後経過年数）

調査年度（設置後経過年数）

図 2.6.4　属別、水深別の被度経年変化2）
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
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2） モニタリングの実施

①　モニタリング計画策定の考え方

②　モニタリングの実施方法
ａ．モニタリング手法

写真 2.6.1　コドラート法によるサンゴ調査
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写真 2.6.2　オニヒトデ

ｂ．モニタリング実施体制
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2　順応的管理の実際

第Ⅲ編
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3） 管理手法のレビューと改善

①　目標達成基準の評価方法

②　管理手法のレビューと改善の必要性の判断

③　管理手法改善のための対応策

ａ．土木的対応手法
表2.6.4

ｂ．生物的対応手法
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